
 

第４学年   指導領域「読むこと」 （教材名「アップとルーズで伝える」） 

育成したい資質・能力  ・          

・

単元名 「 段落どうしの関係をとらえ、説明のしかたについて考えよう  」(全７時間) 

児 童 の 実 態 これまでの学習との関連 

・1 学期の教材「大きな力を出す」「動いて、考えて、また動く」の学習において、第３学年の既習教材「言葉で

遊ぼう」と比較して読むことにより、大事な言葉や文に気をつけて段落ごとに何が書かれているのかを意識し

て読むことができた。

・筆者の考えと事例の関係について、叙述を基に段落相互の関係を捉えることや筆者の説明の仕方を考えること

に課題が見られた。

国語科「大きな力を出す」

「動いて、考えて、また動く」

次 時 学習のねらい     

第

一

次

１ 単元のめあてを

知り、学習の見通

しをもつ。

学習の見通しをもとう

①単元のゴール「段落どうしの関係をとらえ、説明のしか

たについて考えよう」を知る。

②題名から何についての文章かを考える。

③実際のサッカーの動画を視聴して、テレビ局が伝えた

いことに応じてアップやルーズを使い分けていること

を確認する。

④「動いて、考えて、また動く」の学習では、どのように

読むことで説明の工夫を見つけたかを想起する。

⑤「アップとルーズで伝える」という説明文ならではの説

明の工夫を見つけることを意識して全文を通読する。

⑥学習を振り返る。

①「動いて、考えて、

また動く」の学びの足

あとシートの振り返

りから、筆者が考えを

伝えるためにどんな

工夫をしていたか想

起する。

④「動いて、考えて、

また動く」の学習でど

のようにして説明の

工夫を見つけたか想

起したことを画用紙

に書き、次時以降の学

習に生かす。

単元のめあて

を知り、学習

の見通しをも

っている。

・「動いて、考え

て、また動く」

学びの足あと

シート

・「動いて、考え

て、また動く」

全文シート

・「アップとルー

ズで伝える」全

文シート

・写真「アップ／

ルーズ」

・サッカーの試合

の動画

・画用紙

２ これまでの学習

を基に、学習計画

を立てる。

これまでの学習を思い出し、学習計画を立てよう

①本時のめあてを確かめ、前時の学習を想起する。

②学習計画を立てる。

③学習を振り返り、次時の見通しをもつ。

①第１時で整理した

「動いて、考えて、ま

た動く」の説明の工夫

をまとめた画用紙を

提示する。

②次の単元「『クラブ

活動リーフレット』を

作ろう」で例示されて

いる「一人で、みんな

で、楽しい一輪車クラ

ブ」の題名を知らせ、

伝えたいことを伝え

るための工夫を見つ

けるという見通しを

もてるようにする。

これまでの学

習を基に、学

習の進め方を

考えている。

・「動いて、考え

て、また動く」

学びの足あと

シート

・学習計画を書く

ための短冊

・説明の工夫を書

いた画用紙

(書き加えていく) 

第

二

次

３ 段落同士の関係

を捉える。
段落どうしの関係を考えよう

①段落と写真の対応、形式段落の数、文章の話題、文章全

体の構成を全文シートで確かめる。

②文章全体の構成から、筆者の考えを捉える。

③考えを支える事例が書かれている段落を見つける。

④各段落が主に何について書かれている段落か確認す

る。

⑤学習を振り返る。

①説明的な文章を用

いた学習の活動内容

について想起する。

①③全文シートに書

き込む。

②④全文シートに筆

者の考えとそれを支

える事例を色分けし

て印をつける。

②第１段落、第２段落

は第３段落とどのよ

うな関係があるか考

える。

③筆者は考えを伝え

るためにどのような

事例を挙げているか

考える。

考えとそれを

支える事例と

いった段落同

士の関係を捉

えている。

・「アップとルー

ズで伝える」全

文シート

・「アップとルー

ズで伝える」学

びの足あとシ

ート

・教科書で使われ

ている写真を

拡大したもの

・色鉛筆

・説明の工夫を書

いた画用紙

指導者名【  】 単元プランシート 【記入例】 

学 習 活 動 概ね満足できる姿 ポイント・準備物 具体的な支援の 

手 立 て 

段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉えること。

(思考力，判断力，表現力等 C ア)    

考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。

(知識及び技能 ⑵ア) 

こ
の
単
元
で
の
言
語
活
動

説
明
の
し
か
た
を
考
え
て
ま
と
め
る



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

 

「アップ」と「ル

ーズ」を対比して

説明することの

よさについて考

える。 

事例の説明のしかたについて考えよう 
①第４段落と第５段落では「何を」「どのように」説明さ

れているか意識しながら読む。 
②第４段落と第５段落では「何を」「どのように」説明さ

れているか整理する。(第６段落の役割を確認する) 
③対比について知る。 
④対比して説明することのよさについて考える。 
⑤学習を振り返る。 

②「しかし」「でも」に

印をつけて着目し、

「アップ」と「ルーズ」

がそれぞれ伝えられ

ることと伝えられな

いことを整理する。 
②第４・５段落ともに

長所―短所が書かれ

ており、両者が対比さ

れていることを図示

して捉えやすいよう

にする。 
③対比とは、二つのも

のを比べて違いをは

っきりさせることだ

ということを知らせ

る。 

対比して説明

するよさにつ

いて考えてい

る。 

・「アップとルー

ズで伝える」全

文シート 
・「アップとルー

ズで伝える」学

びの足あとシ

ート 
 

５ 段落の役割を考

える。 
段落の役割を考えよう 
①第７・８段落の内容と役割について考える。 

(第７段落＝別の事例、第８段落＝文章全体のまとめ) 
②全文を読み返し、各段落の役割を確かめる。 
③学習を振り返る。 
 

①実際の新聞を提示

して、実感が伴うよう

にする。 
②全文シートに書き

込む。 
 

第７段落の役

割について考

えている。 

・「アップとルー

ズで伝える」全

文シート 
・「アップとルー

ズで伝える」学

びの足あとシ

ート 
・ホワイトボード 
・数字のカード

(第１～８段落) 
 
 
 
 
 
 
 
 
第

三

次 
 
 
 
 
 

６ 筆者の説明の仕

方を確かめて、

単元の学習を振

り返る。 

説明のしかたの工夫をまとめよう 
①これまでの学習を振り返り「アップとルーズで伝える」

の説明のしかたの工夫を確かめる。 
②見つけた説明のしかたの工夫について全文シートに線

を付け足しながら教材文を読む。 
③単元の学習を振り返る。 
  

①個人→ペア(グルー

プ)→全体など学習形

態を工夫する。 
①整理したものが、今

後の学習に生かせる

ように模造紙に書い

て張り出しておく。 
③単元の振り返りを

記入し、学級全体で共

有する。 

説明のしかた

について考え

たことについ

て単元の学習

を振り返って

いる。 

・「アップとルー

ズで伝える」全

文シート 
・「アップとルー

ズで伝える」学

びの足あとシ

ート 
・説明の工夫を書 
いた画用紙 

 
７ 単元の学習を生

かして、これま

でに学習した説

明文を読む。 

「アップとルーズで伝える」で学習したことを生かして、

説明の工夫を見つけよう 
①第３学年で学習した「すがたをかえる大豆」を説明の工

夫を意識しながら読む。 
②見つけた工夫を観点別に整理する。 
③学習を振り返る。 

①「アップとルーズで

伝える」の学習を振り

返り、文章全体の構

成、段落同士の関係、

写真の使い方や順番

という説明の工夫の

観点を確認する。 
①説明の工夫を見つ

けるという意識をし

て、印をつけながら読

む。 
※実態に応じて、ホワ 
イトボードで整理 
する時間を設ける 

②個人→ペア(グルー

プ)→全体など学習形

態を工夫する。 

別の説明文を

読み、本単元

の学習を生か

して、説明の

工夫を見つけ

ている。 

・「アップとルー

ズで伝える」学

びの足あとシ

ート 
・「すがたをかえ

る大豆」の全文

シート 
・説明の工夫を書 
いた画用紙 

 

 

 


